
Question Card 36枚
（1-9までのカードが水色・緑・オレンジ・紫
に色分けされています）

Action Card 18枚
(Pick up 4枚、Change direction 4枚、Jump 
a player 4枚、Change color 3枚、Splatter 1
枚、Erase 1枚, Double Play 1枚） 全54枚

Encouraging Expansion: 上級者向け応用法

各カードが ”会話へのジャンプ台” として使われること

が理想です。AGO ORANGEでは、質問に対する答え

の殆どはそこから先へ発展させることが可能な内容で

す。カードの文章のみにとどまらず、更に展開していく

質問を続けたり、興味のあるトピックスに関連した会話

のやりとりを適宜取り入れていくよう生徒を導くことが指

導者の重要な役割です。

www.agocardgame.comでは補助教材が無料でダウン

ロードいただけます。目標達成に向けて学習者がスム

ーズにステップアップしていけるようお役立てください。

Purple 9 のなぞなぞの解答例はウエブサイトにござい

ます。 他にもなぞなぞが幾つか掲載されていますので

是非挑戦してみてください！

カードの文章や内容だけに留まらず、言語への探究

心を持ち続けることを忘れずに・・・

AGO ORANGE を存分にお楽しみください！

教室での使い方アドバイス

小学生くらいの年齢の生徒がAGO ORANGE へレベ

ルアップする時は、GREEN デッキに徐々にORANGE 

デッキのカードを混ぜていくと、新しい質問や文法を

ゆっくり学ぶ時間ができ、難易度を調整しながらスム

ーズにGREEN からORANGEへの移行が可能です。

質問トピックスは大まかに難易度順になっています。（

トピックス8と9は難しいので少し練習が必要です。）

クイズショー（先生が質問カードを読みあげ、答えた

生徒が勝ち。）などの易しいゲームは、難易度を調整

しながら新しいカードを導入したり練習する時に最適

なゲームです。

Color Coding: 色分け
色分けされたカードの文字は、空欄を埋めたり文
章を作るヒントになります。

色々な方法で遊べて万能なAGO！
それぞれのゲームには異なるレベル設定・長所・
フォーカスポイントがあるので、工夫して使用し
常にフレッシュな気持ちで取り組みましょう！

ORANGE (level3)

game 1
game 2

game 3 

2-5人向け　Splatterは、従来のAGOカードのLast Card* 
のルールに以下のルールを追加したゲームです。

Double Play Card: AGO ORANGE で登場する新しいカー
ドです。このカードを出すとプレイヤーは連続して２回プレ
イすることができます。Double Play Card を使うには、プレ
イヤーはまず質問カード（もしくはその時点で適当なアク
ションカード）を出し、対戦者が答えた後、Double Play 
Card を出します。するとプレイヤーは手札から再度適当
なカードを出してプレイすることが可能です。（もし、プレイ
ヤーが手札に適当なカードを持ち合わせていない場合は
、代わりに取り札からカードを引かなければなりません。）

Splatter card:　このカードを出した人以外のプレイヤー全
員がゲーム中にアクティブになっているPick Up Card の
指定枚数をひかなければなりません。例えば、プレイヤー
A がPick Up 3 のカードをだして、その次のプレイヤーB 
がPick Up 2 を出した場合、さらにその次のプレイヤーC 
は通常5 枚カードを引くことになりますが、このプレイヤー
がSplatter カードを出すと、Splatter カードを出した本人以
外の全員が、カードを5 枚ずつ引くことになります。その次
のプレイヤーD は、何色のカードから始めても構いません。

注）”Splatter” の後、取り札になる全てのカードを合わせ
ても必要枚数に満たない場合、対象プレイヤー全員で取
り札を均等に分けます。

Erase card:　このカードを出したプレイヤーは、Pick up 
card の指示に従わずにすみます。Splatter カードからも
逃れることができます。例えば先ほどの例ですと、プレイ
ヤーC のSplatter card に続いてプレイヤーD がErase 
card を出した場合、Splatter card を出したプレイヤーC と
Erase card を出したプレイヤーD は5 枚のカードを引か
ずに済むということです。次のプレイヤーは何色のカード
から始めても構いません。

追加ルール: Pick Up cardsがアクティブなとき、Jump a Player
、Change Direction、Pick Up cardsも使用できます。ただし、
Change Direction、Jump a Player cardsは、色・数字・種類が
その時の状況にマッチしていなければ使用できません。

*LAST CARD RULES SUMMARY:
Last Card は昔ながらのファミリーカードゲーム、Crazy 8sの改良版で

す。Last Card のルール詳細はAGO Aqua 説明書に書かれていますし

、オンラインでもご覧いただけますのでここでは簡単に説明します。この

ゲームは、手札のカードが全てなくなった人が勝ちです。まずディーラ

ーはプレイヤーに７枚ずつカードを配ります。残ったカードは伏せて中

央に置き、取り札とします。じゃんけんで勝った人から時計回りにカード

を出していきます。次のプレイヤーは前者が出したカードの色・数字・

種類が同じ手札を出すか、該当する手札がない場合は真ん中の取り

札から１枚カードを引きます。引いたカードが該当すれば使用し、適さ

なければそのプレイヤーは１回飛ばしとなります。数字や種類が同じで

色が違うカードが手札にある場合これらのカードを同時に出すことも可

能です。取り札がなくなったら、プレイヤーの手札以外のカードを合わ

せてシャッフルして新しく取り札を作り直します。手札が最後の1枚にな

った時は、’Last Card(s)’ と言わなくてはいけません。言い忘れたこと

を他のプレイヤーに気付かれた場合、ペナルティーとしてそのプレイ

ヤーは取り札から1枚カードを引きます。

2-5人向け　昔ながらのカードゲーム”Go Fish”（英語
版ババ抜き）と同じで、数字か種類が同じカードのペ
アを作っていきます。ペアになったカードは、表向きに
テーブルに出し、プレイヤーはそれぞれペアになった
カードを記録しておきます。最終的にペアになったカ
ードが一番多いプレイヤーが勝ちです。

準備：ディーラーはプレイヤーに7枚ずつカードを配り
ます。残ったカードは伏せて中央に置きます。中央に
置かれたカードは取り札になります。

遊び方：ディーラーの左の人から順に時計回りにゲー
ムを進めます。プレイの順番が来たら手札から1枚カ
ードを選び表向きにテーブルに置きます。そのカード
が質問カードなら、質問を読み上げた後答える人を指
名します。また、そのカードがアクションカードの場合、
”Do you have a ________ card?”と尋ねます。指名された
プレイヤーが同じ種類のカードを持っていた場合、そ
のカードを譲り渡さなければなりません。カードがペア
になったら、質問をしたプレイヤーは再度手札からカ
ードを出しプレイできます。もし指名されたプレイヤー
が言われたカードを持っていなかった場合、“Go 
Fish!”と叫びます。その場合、質問をしたプレイヤーは
取り札から2枚カードを引き、テーブルに出したカー
ドも手札に戻した上、 順番もその時点で最後になりま
す。このようにして取り札がなくなるまで続けると全ての
カードがペアになります。

-EraseカードとSplatterカードはペアになることが可能
で、このペアのスコアはダブルポイントとなります。
- “Go Fish!”の後に取り札から2枚カードを引いた後、
通常は次のプレイヤーに順番が回りますが、Double 
playカードを持っている場合、カードを提示してもう一
度プレイすることが出来ます。Double playカードを使
用出来るのは“Go Fish!”の後のみです。Double play
カードは1ペアとしてカウントします。
-手札がなくなったら、取り札から5枚カードを引きます。

Splatter
 

※ゲームがスタートする時点でDouble play card が手札に
あった場合、新しいカードと交換しなければなりません。

～手札のスコアは次の通りです～
※Change Color cardsはwild（全てのカードの代わりが
可能）として扱います。
1ペア＝1ポイント、2ペア＝2ポイント、同じ数字のカード
が3枚＝3ポイント、ストレート（カードの色に関係なく、5
枚のカードの数字が続いているもの）＝4ポイント
フラッシュ（同じ色のカードが5枚揃ったもの）＝5ポイント
フルハウス（色に関係なく同じ数字のカードが3枚と2枚
揃ったもの）＝6ポイント、同じ数字のカードが4枚＝7ポ
イント、ストレートフラッシュ＝8ポイント
同じ数字のカードが5枚（4枚+Change Color cards）＝10
ポイント

10人以内向け　このゲームは準備が簡単で、全員が

一度にプレイできます。競争しつつ、楽しみながら流

暢に話せるようになるにはうってつけです。

準備：よくシャッフルした全てのカードを伏せてテーブ

ルに広げます。プレイヤーはペア（3人1組でも可）にな

り、グループ毎にジャンケンをして最初のプレイヤーを

決めます。

遊び方：順番が来たプレイヤーは、テーブルの上から

カードを1枚選びます。質問カードを引いた場合は質

問を読み上げ、グループ内の別の人がそれに答えま

す。その後プレイヤー全員で、じゃんけんをして勝った

人がそのカードをもらえます。カードをもらった人は、テ

ーブルから次のカードを選び、同様に続けます。

ボーナスカード：引いたカードがアクションカードだ

った場合、プレイヤーはそのカードをもらって、もう一枚

カードを引きます。Pick Up cardには、その表示数分の

ポイント価値があります。例えば、Pick Up Threeなら3

ポイントとして計算します。同様に、Erase card、Splatter 

card及びDouble Play Cardは４ポイントとなります。

プレイヤーは、獲得カードの得点を記録していきます。

最後に一番高得点だったプレイヤーが勝ちです。

Interview Game
4－36人向け　シンプルで効果的なゲームです。生徒
は質問カードを1枚ずつ配られます。教室を歩き回っ
て他のプレイヤーとカードを交換します。その際、お互
いに質問カードの質問をし、答えてから交換します。

ゲームをより面白くするために、カード交換のときに交
換したプレイヤーのサインをもらいます。時間切れがコ
ールされるまでに、より多くのサインを集めた人が勝ち
です。

Rock Scissors Paper Battle

game 4

game 5Top Hand (AGO Poker)
4-8人向け　不要なカードを他のプレイヤーと交換していく
ことで、手札を可能な限りベストカードにするゲームです。

準備：Change Color cards以外のアクションカードは不要
ですので抜き取り、プレイヤーに5枚ずつカードを配りま
す。（それぞれ手札は秘密にしておきます）

遊び方：プレイヤーは手札をより良いカードにするために、不
要なカードを一枚ずつ他のプレイヤーと交換していきます。カー
ドを交換する時には、プレイヤーは交換するカードを伏せてテ
ーブルの上に置き、同時にひっくり返します。その後お互い得
たカードの質問を読み、答えてから手札に加えます。プレイヤー
はそれぞれ必要に応じて必要な回数誰とでも自由にカードの交
換ができますが、カードを指定してリクエスト交換することはでき
ません。時間切れがコールされたら、プレイヤーはそれぞれの
手札を見せ合い、カードのスコアを計算します。通常これを3回
繰り返して、最終的に合計得点が高いプレイヤーが勝ちです。

Double AGO Fish


